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プレスリリース 年 月

年 および

世界の鋳造・冶金技術のホットスポット

メガトレンド：積層造形技術、自動車軽量設計、インダストリー ＆

エコメタル

年 月、デュッセルドルフは世界の鋳物・冶金技術のホッ

トスポットに変身する。 月 日から 日まで、全世界から

約 もの企業が「国際鋳造技術・機械展＋ 技術フォーラ

ム（ ）」、「国際金属製造・冶金技術機械展・会議

（ ）」、「国際工業炉・熱応用技術展・シンポジウム

（ ）」および「国際精密鋳造品展（ ）」

に出展する。この「 展示会の略称 」は、鋳造技術・鋳

物製品・冶金・熱加工技術などの分野を深くかつ幅広くカバー

する展示会となる。業界の大手企業も、また小規模で革新的な

企業も、 州都デュッセルドルフで開催される に出展

する。また 年は、世界各地から約 万 人の専門ビジ

ターの来場が予想されている。メッセ・デュッセルドルフの金

属産業統括部長のフリードリヒ・ケーラー氏は、「この４専門

見本市のユニークな特徴は、供給サイドと需要サイドを含め、

市場をほぼ完全にカバーしているということだ。グローバルプ

レーヤーおよびマーケットリーダーは 会場の ホールを

使い、現在のメガトレンド、イノベーション、最先端技術を紹

介する。」と述べている。さらにケーラー氏は、「業界の全体

像をこれだけ包括的に紹介する見本市は他にない。積層造形技

術、インダストリー 、また自動車軽量構造などが現在の業界

の重要テーマとなっている。その意味でも は今後の動向
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を示唆する見本市になるだろう」と見本市の成功理由を述べた。

それゆえ、「 」を共通のスローガンとする

年の の国際性も高まってくる。ヨーロッパと海外か

らの来場が半分以上を占めると予想されている。

見本市会場をより分かり易くするために、個々のホールは下記

のようにテーマ別もしくは重点別に構成されている。

➢ ホール ダイカストおよび周辺機器

➢ ホール 湯口と押し湯技術

鋳物の化学技術

➢ ホール 特別展「積層造形技術」

特別展「鋳物技術」

ミーティング

フォーラム

➢ ホール 鋳造機械および装置

パターン・金型・中子制作

➢ ホール 鍛造技術

➢ ホール プラントエンジニアリング、コンポー

ネントおよびサプライヤー

➢ ホール シンポジウム

➢ ホール 特別展

➢ ホール ＋ 、 フォーラム ホール

を含む

「 」、つまり が成功している２つ目

の要因は専門併催プログラムの実施にある。 ミーティング、

欧州金属技術・応用会議 、欧州冶金会議 、

シンポジウムなど国際会議や業界会合が目白押し
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だ。また フォーラムなどしていることにある。さらな

る重要な成功要因に などの一連の受賞式が挙げ

られる。また では、 の工業炉工業会研究会の

ように、様々な産業分野を対象とした特別展を実施している。

のホール では特別展「積層造形技術」が初めて行われ

る。パターン成形であれ、中子制作であれ、またはダイレクト

メタルプリントであれ、鋳造所とそのサプライヤーには積層造

形技術によって新しい可能性が生まれている。メッセ・デュッセル

ドルフの金属・流体技術担当の ナブラカワ副部長は、「この可

能性を開花させるべく、我々は特別展というプラットフォーム

を提供したい。 特に、自動車産業における モビリティや軽量

設計に関し、 は業界に強力なインパクトをもたらすであろ

う。このことは、先にドイツ鋳造産業連盟（ ）が行った

モビリティによる鋳造産業とその製品への影響という調査によ

って証明されている。同調査によれば、ハイブリッドおよび電

気駆動装置のような代替駆動が普及することによって、従来型

の内燃機関だけの駆動に比べて、鋳造品の生産量は 年ま

で上昇するとのことだ。」と述べている。 の調査によると、

鋳造需要のピークは 年以降になると予想されている。こ

れは にとって大いなる追い風を意味する。

特別展「 」

では、特別展「 」の中で、現在重要度を増してい

るテーマを扱う。 その中でも資源とエネルギー効率、気候保全、

革新的なプロセスおよび製品に焦点を当てていく。これらのテ

ーマの少なくとも つに関連する製品、ソリューション、また

はプロセスを紹介したい出展者は、見本市の 担当チーム

に登録する。 一方、来場者は、これらのテーマに関して作成さ
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れる特別カタログやインターネットを介して、「 」の

詳細情報を入手できる。さらに、今回も「 」同様、

関心のある来場者向けにガイド付きツアーを提供する。

：技術的ハイライトのホットスポット

は、数十年にわたり、鋳物バリューチェーンの全体を通し

て注目される技術とイノベーションを紹介してきた。これは

年も変わらない。主要国から 社を超える出展者が、ホ

ール から および から で、それぞれ製品や技術を紹

介する。その中にはビューラー社（スイス）、 ケルミカル

ズ（ドイツ）、フォセコ・ジャパン（ドイツ）、

（ドイツ）、クーカー（ドイツ）、

（スペイン）、 グループなどが名前を連ねている。さらに

中国およびイタリアの共同出展ブースが既に登録を行っている。

高い国際性

第 回目の開催となる は重要な国際見本市に発展して

いる。 ホール および では、 社もの出展者が、鋳造品

の生産がいかにグローバルに展開されているかを紹介する。こ

こではマーケットリーダーであるボッシュ・レックスロス社

（ドイツ）、 社（ドイツ）、 社（ドイ

ツ）、 社（ドイツ）、 社（ドイ

ツ）、木村鋳造所社（日本）など、 社（トルコ）、

社（イタリア）、 社（米国）などが

出展する。 また中国、インド、およびトルコからの大規模な共

同出展にも注目が集まる。
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第 回開催に向けた成功の歩み

国際金属製造・冶金技術機械展・会議（ ）も 年の成

功に続き、今回、第 回目の開催となる。世界中の 社以

上の出展者がホール 、 および にて、鉄鉱石・鉄鋼・非鉄

金属の生産装置、鋳造機械、スチール成形機、また冶金プラン

ト・圧延機や製鉄所関連設備とコンポーネントを展示する。出

展企業の中には、 社（オーストリア）、

社 （英国）、 社（オーストリア ）、

グループ（ドイツ）、 社（イタリア）および

社（中国）がいる。 また今回初めて鍛造部品も

で展示される。これまで鍛造部品は の一部であったが、

しかし、その重要性が高まる中、冶金技術展により適している

との判断から に移動している。

では業界大手が出展

ドイツ国外からの出展が約 ％を占め、また総計 社近くの

出展者を記録する は、世界有数の見本市として、

グローバルサプライヤーには避けては通れない展示会となって

いる。 このことは業界大手を含む現在の出展申込み状況にも反

映されている。 社（ドイツ）、

社（ドイツ）、 社（インド）、

社（ドイツ）、 社

（英国）、 社（ドイツ）ならびに

社（ポーランド）などが、貴金属、超硬合金、

セラミック、スチール、鉄を対象とした工業炉、工業用熱処理

システムやプロセス、ならびに部材や設備、資材や補助材に関

する最新の技術トレンドを紹介する。



 

 

年 月初旬からオンライン前売りチケット販売

の視察に関心のある方は、オンラインで前売り チ

ケットを購入し、それを自宅で印刷できる。 この チケットを

使えばライン・ルール運輸連合体（ ）の公共交通機関を無

料で利用できる。 さらに、オンライン前売り チケットは現地

窓口で購入するよりお得である。例えば、前売り チケットの

一日券は ユーロ（当日券は ユーロ）、また見本市の全日

程を対象とした前売り チケット通し券は ユーロ（当日券

は ユーロ ）。学生および生徒の場合は、 の入口で証

明書を提示すれば ユーロで入場できる。

つの国際技術見本市である （国際鋳造技術・機械展＋ 技術フォーラム）、 （国際

金属製造・冶金技術機械展・会議）、 （国際工業炉・熱応用技術展・シンポジウム）、

（国際精密鋳造品展）は、 年 月 日から 日まで ホールを使用して開催さ

れる。 人以上の出展者と約 万 人の来場者が訪れる予定だ。鋳造品、鋳造技術、冶

金および熱加工技術が、 日間にわたってデュッセルドルフから世界に向け発信される。会期中

は、各種セミナー、国際会議および一連の講演など質の高い併催プログラムが計画されている。

詳 細 情 報 ：

、 。

連絡先

株式会社メッセ・デュッセルドルフ・ジャパン

ユング（ ）

（ドイツ本部）

広報課

モニカ・キッシング シニアマネージャー

ミケレ・ピーチュ ジュニアマネージャー
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